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第
69
回
近
畿
鴻
峰
会
　
総
会
・
懇
親
会

制
約
の
な
い
開
催
、
楽
し
い
交
流
の
場
に

来
年
に
向
け
女
性
や
若
手
の
参
加
を
考
え
る

　

近
畿
鴻
峰
会
（
松
原
武
夫
会
長
）
は
令
和
５
（
２
０
２
３
）

年
６
月
18
日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
ホ
テ
ル
で
第
69
回
総
会
・
懇

親
会
を
開
催
し
た
。
令
和
２
年
、
３
年
と
コ
ロ
ナ
影
響
に
よ
り

中
止
と
な
り
、
昨
年
は
感
染
対
策
を
実
施
し
た
上
で
規
模
を
縮

小
し
た
開
催
と
な
り
、実
に
４
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
と
な
っ
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
幹
事
会
を
中

心
に
半
年
前
か
ら
準
備
を
重
ね

て
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
、
参
加
者

も
例
年
規
模
で
開
催
で
さ
れ
た

こ
と
何
よ
り
も
嬉
し
く
思
っ
た
。

　

当
日
は
、
前
日
の
早
朝
か
ら

準
備
に
取
り
掛
か
り
、
参
加
者

も
順
次
集
合
し
た
。
今
年
の
来

賓
に
は
、
山
口
か
ら
杉
山
山
口

高
校
校
長
（
山
口
高
校
88
期
）、

伊
藤
山
口
市
長
（
山
口
高
校
82

期
）、
二
井
同
窓
会
会
長
（
山

口
高
校
67
期
）
を
招
き
し
、
関

西
山
口
県
同
郷
会
の
神
足
会

長
、
山
口
県
大
阪
事
務
所
の
高

林
所
長
に
も
参
加
い
た
だ
き
、

総
勢
67
人
で
総
会
を
開
催
し
た
。

　

総
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
司

会
の
田
上
洋
氏
（
90
期
）
よ
り

開
会
宣
言
が
さ
れ
、
物
故
者
に

対
す
る
黙
祷
か
ら
始
ま
っ
た
。

総
会
で
は
、
来
賓
よ
り
祝
辞
を

い
た
だ
い
た
後
、
88
期
長
田
幹

事
長
よ
り
令
和
４
年
度
会
務
報

告
、
収
支
決
算
報
告
お
よ
び
令

和
５
年
度
事
業
計
画
、
収
支
計

画
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
出

席
者
の
満
場
一
致
で
内
容
が
承

認
さ
れ
た
。
ま
た
、
令
和
５
年

度
の
役
員
に
つ
い
て
も
承
認
さ

れ
令
和
５
年
度
の
近
畿
鴻
峰
会

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

続
い
て
、
司
会
を
高
橋
緑
氏

（
76
期
）
に
交
代
し
て
講
演
会

に
移
っ
た
。今
回
の
講
演
会
は
、

１
０
７
期
の
佐
原
由
紀
子
氏
が

「
朝
活
と
音
楽
で
広
が
る
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
時
間
～
心
や
す
ら
ぐ

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
＆
篠
笛
の
響
き
」

と
題
し
た
講
演
（
内
容
後
掲
）

を
し
た
。
西
宮
を
拠
点
に
大
変

ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
活
躍
し
て
い

る
佐
原
氏
の
活
動
内
容
に
、
参

加
者
は
大
変
元
気
を
も
ら
っ
た
。

続
い
て
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
ピ

ア
ノ
が
演
奏
さ
れ
、
会
場
は
大

変
盛
り
上
が
っ
た
。

　

そ
の
後
懇
親
会
へ
と
移
り
、

神
足
会
長
に
よ
る
乾
杯
で
懇
親

会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
会
場
内

で
は
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ

る
人
も
多
数
で
、
懐
か
し
い
話

に
盛
り
上
が
り
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
た
。
宴
中
に
は
、
山

口
高
校
同
窓
会
準
備
委
員
会
か

ら
97
期
の
横
岡
委
員
長
、
多
田

副
部
会
長
、
吉
村
氏
が
本
会
に

参
加
し
、
８
月
に
山
口
で
行
わ

れ
る
本
部
同
窓
会
の
Ｐ
Ｒ
と
も

に
同
窓
会
グ
ッ
ズ
の
販
売
を
行

っ
た
。
そ
し
て
、
昨
年
は
で
き

な
か
っ
た
福
引
き
大
会
が
今
年

は
久
し
ぶ
り
に
復
活
と
な
り
、

参
加
者
が
持
ち
寄
っ
た
特
産
品

な
ど
が
抽
選
で
配
布
さ
れ
多
い

に
盛
り
あ
が
り
、
最
後
は
恒
例

の
「
熱
球
」
を
参
加
者
全
員
で

合
唱
し
て
、
わ
が
母
校
を
懐
か

し
み
な
が
ら
散
会
と
な
っ
た
。

　

今
年
初
参
加
の
人
も
お
り
、

大
い
に
楽
し
ん
で
い
た
。是
非
、

今
後
も
参
加
い
た
だ
き
、
更
に

同
期
な
ど
を
誘
い
合
い
、
来
年

以
降
も
若
手
層
が
多
数
参
加
し

て
、
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
に
思
う
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

【
令
和
５
年
度
役
員
】

［
任
期
：
令
和
５
年
７
月
３
日

～
令
和
６
年
総
会
日
／
敬
称
略

（
）
内
の
数
字
は
期
］

▽
会
長
＝
松
原
武
夫
（
81
）
▽

副
会
長
＝
田
原
幸
夫
（
81
）
▽

名
誉
顧
問
＝
二
井
関
成
（
67
／

山
口
高
校
同
窓
会
会
長
）、
杉

山
昌
史
（
88
／
山
口
高
等
学
校

校
長
）▽
顧
問
＝
飯
田
興
紀（
64
）、

三
木
健
次
郎
（
67
）、
諏
訪
靖

二（
68
／
元
近
畿
鴻
峰
会
会
長
）、

赤
瀬
公
洋
（
73
／
同
）、
馬
場

久
枝
（
74
／
前
近
畿
鴻
峰
会
会

長
）
▽
幹
事
長
（
兼
務
）
＝
松

原
武
夫
（
81
）
▽
副
幹
事
長
＝

清
水
浩
行（
89
）、田
上
洋（
90
）、

藤
井
豊
（
96
）
▽
会
計
＝
清
水

浩
行
（
89
）
▽
会
計
監
査
＝
宮

崎
健
二
（
91
）
▽
特
別
幹
事
＝

市
原
都
子
（
86
／
山
口
高
校
同

窓
会
事
務
局
長
）
▽
事
務
局
長

＝
三
木
健
次
郎
（
67
）
▽
事
務

局
長
代
理
＝
山
川
清
（
73
）

【
令
和
５
年
度
幹
事
】

［
任
期
：
同
／
敬
称
略
（
）
内
同
］

▽
会
計
幹
事
＝
清
水
浩
行
（
89
） 　

令
和
５
年
も
後
半
と
な
り
ま

し
た
。
と
て
も
暑
い
夏
で
し
た

ね
。

　

近
畿
鴻
峰
会
で
は
昨
年
に
続

き
今
年
は
六
月
十
八
日
に
総
会

・
懇
親
会
を
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
大
阪
で
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
今
年
の
イ
ベ
ン

ト
で
は
１
０
７
期
の
佐
原
さ
ん

の
講
演
と
演
奏
が
あ
り
と
て
も

素
晴
ら
し
い
内
容
で
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。
制
約
の
無
い
開
催
と

な
り
楽
し
い
交
流
の
場
と
な
り

ま
し
た
が
参
加
人
数
が
コ
ロ
ナ

前
よ
り
減
少
し
て
い
る
事
は
今

後
の
課
題
で
す
。

　

本
年
８
月
13
日
に
山
高
本
校

の
同
窓
会
総
会
が
湯
田
の
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
タ
ナ
カ
で
開
催
さ
れ

出
席
し
て
参
り
ま
し
た
。
昨
年

に
引
き
続
き
人
数
を
２
０
０
名

に
絞
っ
て
の
開
催
で
し
た
が
会

場
で
の
飲
食
も
今
年
は
解
禁
と

な
り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
二

井
会
長
か
ら
の
お
話
の
中
で「
今

や
山
髙
は
生
徒
数
の
過
半
数
が

女
性
と
な
っ
て
来
ま
し
た
。
今

後
の
同
窓
会
を
考
え
る
と
如
何

に
女
性
の
同
窓
生
に
参
加
し
て

頂
く
か
と
い
う
ポ
イ
ン
ト
が
重

要
」
と
の
ご
指
摘
が
あ
り
ま
し

た
。
近
畿
鴻
峰
会
と
し
ま
し
て

も
若
手
の
参
加
者
を
増
や
す
と

い
う
事
に
加
え
女
性
の
参
加
者

を
増
や
す
と
い
う
事
を
真
剣
に

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
本
校
の
同
窓
会
総
会

が
あ
っ
た
日
の
夕
方
に
81
期
の

同
期
会
が
湯
田
温
泉
で
開
催
さ

近
畿
鴻
峰
会
を
元
気
に
す
る
方
法
は
？

近
畿
鴻
峰
会 

会
長　

松
原
　
武
夫
（
81
期
）

れ
ま
し
た
が
６
年
ぶ
り
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
か
参
加
者
は
63

名
と
高
い
出
席
率
と
な
り
ま
し

た
。
幹
事
メ
ン
バ
ー
の
並
々
な

ら
ぬ
努
力
の
賜
物
で
す
が
参
加

す
る
モ
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

れ
ば
こ
れ
だ
け
集
ま
る
と
い
う

事
を
実
感
致
し
ま
し
た
。

　

来
年
令
和
６
年
度
の
近
畿
鴻

峰
会
総
会
を
盛
り
上
げ
る
秘
策

の
一
つ
？
と
し
て
、
近
畿
地
区

の
大
学
へ
通
う
山
高
卒
大
学
生

の
無
料
招
待
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
強

化
を
考
え
て
い
ま
す
。
元
々
大

学
生
は
参
加
費
無
料
と
し
て
い

ま
す
が
実
際
の
参
加
者
は
近
年

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
本
校
へ

協
力
を
お
願
い
し
て
近
畿
地
区

の
大
学
へ
進
学
予
定
の
山
髙
生

へ
卒
業
前
に
来
年
度
の
総
会
の

案
内
を
す
る
と
い
う
計
画
で
す
。

少
し
で
も
効
果
が
出
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の

御
身
内
で
も
近
畿
方
面
の
大
学

へ
進
ま
れ
る
方
が
お
ら
れ
た
ら

是
非
宣
伝
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

学
校
の
近
況
を
報
告
す
る
。

　

在
校
生
は
、
全
日
制
８
８
５

人
（
男
子
53
％
／
女
子
47
％
）、

定
時
制
10
人
、
通
信
制
６
９
６

人
、
徳
佐
分
校
18
人
。
昨
年
、

定
時
制
と
通
信
制
の
募
集
停
止

と
な
り
、
新
入
生
を
迎
え
入
れ

て
い
な
い
。
今
年
度
は
、
徳
佐

分
校
も
募
集
停
止
と
し
、
新
入

生
は
い
な
い
。
令
和
６
年
度
末

に
定
時
制
と
徳
佐
分
校
が
最
後

の
卒
業
生
と
な
り
、
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
通
信
制
生
徒
は
、
山

口
松
風
館
高
等
学
校
に
移
籍
と

な
っ
て
、
令
和
７
年
度
か
ら
山

口
高
等
学
校
は
、
本
校
の
全
日

制
の
み
と
な
る
。

　

進
路
状
況
は
今
春
、
11
年
ぶ

り
に
現
役
・
浪
人
合
わ
せ
て
東

京
大
学
へ
二
桁
（
10
人
）
が
合

格
し
た
。
全
体
と
し
て
、
現
・

浪
合
わ
せ
て
２
６
５
人
が
国
公

立
大
学
に
合
格
す
る
と
い
う
近

山
高
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ

山
口
高
等
学
校 

校
長　

杉
山  

昌
史  

氏
年
に
な
い
好
成
績
を
収
め
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
県
内
ト
ッ
プ
。

本
校
で
は
現
状
に
甘
ん
じ
ず
、

高
い
志
を
抱
い
て
同
窓
生
の
期

待
に
応
え
た
い
。

　

部
活
動
で
は
体
育
・
文
化
部

と
も
に
多
く
が
全
国
大
会
・
中

国
大
会
に
出
場
し
、
日
頃
の
練

習
成
果
を
発
揮
し
て
い
る
。
ま

さ
に
文
武
両
道
の
気
風
と
山
高

の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
が
一
息
つ
き
、
よ
う

や
く
昨
年
度
か
ら
学
校
行
事
を

少
し
ず
つ
復
活
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
山
高

総
体
は
保
護
者
の
観
覧
を
無
制

限
と
し
、
文
化
祭
も
一
般
公
開

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

▽
書
記
幹
事
＝
高
橋
緑
（
76
）

▽
会
報
委
員
長
＝
宮
崎
健
二
（
91
）

▽
名
簿
委
員
長
＝
田
上
洋
（
90
）

▽
総
会
準
備
委
員
長
＝
松
原
武

夫
（
81
）
▽
総
会
準
備
副
委
員

長
＝
田
原
幸
夫
（
81
）
▽
総
会

準
備
委
員
＝
齋
藤
直
美
（
68
）、

高
橋
緑
（
76
）、田
坂
昭
弘
（
80
）、

津
森
勉
（
83
）、
田
坂
奈
美
子

（
85
）、
長
田
稔
（
88
）
▽
親
睦

会
活
動
委
員
長
＝
岩
佐
善
雄
（
77
）

▽
同
副
委
員
長
＝
河
崎
泰
二
郎

（
88
）
▽
ゴ
ル
フ
会
幹
事
＝
岩
佐

善
雄
（
77
）
▽
同
副
幹
事
＝
平

田
聡
（
72
）
▽
一
木
会
幹
事
＝

南
正
晴
（
72
）
▽
同
会
計
幹
事

＝
齋
藤
直
美
（
68
）
▽
自
然
に

親
し
む
会
幹
事
＝
山
川
清
（
73
）
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【
総
会
・
懇
親
会
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
】

　

本
総
会
・
懇
親
会
の
内
容
に

つ
い
て
参
加
者
か
ら
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
概
ね
内
容
に
つ
い
て
は
満

足
い
た
だ
い
た
結
果
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
の
総
会
・

懇
親
会
に
向
け
て
参
考
と
な
る

意
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

今
後
の
開
会
に
向
け
て
皆
様
の

参
加
し
や
す
い
企
画
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

Ｑ
：
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

◇
若
い
人
の
話
が
聞
け
て
良
か

っ
た

◇
好
印
象
だ
っ
た

◇
意
義
深
い
プ
レ
ゼ
ン
と
演
奏

◇
イ
ベ
ン
ト
の
新
時
代
を
感
じ

た
◇
素
朴
で
派
手
さ
が
な
か
っ

た
が
、
人
柄
と
も
に
感
動
し
た

Ｑ
：
そ
の
他
ご
意
見
や
、
改
善

ご
要
望
な
ど
ご
意
見
あ
れ
ば
お

願
い
し
ま
す
。

◇
と
て
も
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。司
会
の
方
、

素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す

◇
女
子
を
集
め
る
こ
と
が
生
き

残
り
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
か
も
し

れ
な
い

◇
若
い
人
を
多
く

◇
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
次
回
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す

◇
若
い
人
の
登
場
を
期
待
し
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
ネ
ッ
ト
で

の
広
報
が
必
要
で
す　

な
ど

　

今
年
の
総
会
で
の
講
演
会
は

１
０
７
期
の
佐
原
由
紀
子
様
に

お
願
い
を
い
た
し
ま
し
た
。
以

下
に
佐
原
様
の
略
歴
を
記
載
し

ま
す
。

《
佐
原
由
紀
子
氏
の
略
歴
》

山
口
高
校
卒
業
（
１
０
７
期
）

高
校
在
学
中
は
管
弦
楽
部
に
所

属
。
担
当
楽
器
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
。
そ
の
後
大
学
卒
業
後
、
神

戸
市
内
の
企
業
に
勤
務
。
結
婚

・
出
産
を
経
て
現
在
薬
剤
師
と

し
て
薬
局
に
勤
め
な
が
ら
、
二

児
の
母
と
し
て
多
忙
な
日
々
を

過
ご
し
て
い
る
。
平
成
28
年
７

月
「
働
く
マ
マ
の
朝
活
会
in
西

宮
」
の
立
ち
上
げ
を
き
っ
か
け

に
平
成
30
年
９
月
に
は
子
育
て

総
合
セ
ン
タ
ー
と
の
協
働
に
よ

る
「
働
く
パ
パ
・
マ
マ
座
談
会
」

を
、
令
和
３
年
２
月
に
は
「
Ｐ

Ｔ
Ａ
ア
ワ
ー
ド
兵
庫
２
０
２
１
」

を
開
催
。
子
育
て
中
の
母
親
が

幸
せ
に
働
き
な
が
ら
、
子
育
て

も
趣
味
も
楽
し
め
る
社
会
を
目

朝
活
と
音
楽
で
広
が
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
時
間

～
心
や
す
ら
ぐ
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
＆
篠
笛
の
響
き
～

佐
原
　
由
紀
子
　
様

指
し
、
活
動
を
続
け
て
い
る
。

ま
た
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
篠
笛

で
音
楽
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大

切
に
し
て
さ
れ
て
い
る
。

《
講
演
内
容
の
要
旨
》

　

45
分
間
講
演
と
ご
友
人
で
あ

る
福
崎
様
と
の
ピ
ア
ノ
・
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
演
奏
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
に
つ

い
て
は
佐
原
様
が
兵
庫
県
西
宮

を
拠
点
に
、
子
育
て
を
し
な
が

ら
自
ら
団
体
を
立
ち
上
げ
ア
グ

レ
ッ
シ
ブ
に
活
躍
さ
れ
て
い
る

模
様
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
思
い
立
っ
た
ら
や
っ
て
み
よ

う
」
と
何
事
に
も
前
向
き
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
姿
勢
に
元
気

を
も
ら
い
ま
し
た
。
少
子
高
齢

化
社
会
と
言
わ
れ
る
中
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
社
会
の
中
で
よ
り

良
く
生
き
て
い
く
（
ｗ
ｅ
ｌ
ｌ

ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
）
た
め
の
ア
イ

デ
ィ
ア
の
よ
う
な
も
の
を
い
た

だ
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
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４
月
10
日
（
月
）

　

着
任
式
や
始
業
式
、
入
学
式

が
予
定
ど
お
り
行
わ
れ
た
。
着

任
式
で
は
平
林
徹
副
校
長
を
は

じ
め
多
く
の
教
職
員
を
迎
え
、

令
和
５
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
。
午
後
か
ら
の
入
学
式
で

は
、
管
弦
楽
部
・
合
唱
部
の
生

演
奏
で
新
入
生
を
迎
え
、
合
唱

部
が
校
歌
を
披
露
し
、
式
は
厳

粛
な
雰
囲
気
の
中
で
滞
り
な
く

行
わ
れ
た
。
式
後
に
担
任
・
副

担
任
紹
介
等
が
あ
り
、
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
で
は
、
今
年
も
黒
板
ア

ー
ト
が
新
入
生
を
迎
え
た
。

01４
月
11
日
（
火
）

　

午
後
か
ら
、
全
校
生
徒
が
初

め
て
一
堂
に
会
す
る
対
面
式
が

実
施
さ
れ
、
そ
の
後
、
新
入
生

歓
迎
行
事
が
行
わ
れ
た
。
部
活

動
紹
介
で
は
、
合
唱
部
や
管
弦

楽
部
に
よ
る
演
奏
や
各
部
が
制

作
し
た
映
像
の
放
映
等
に
、
新

入
生
は
目
を
輝
か
せ
て
見
入
っ

て
い
た
。

07４
月
14
日
（
金
）

　

令
和
４
年
度
末
の
人
事
異
動

に
よ
り
本
校
に
別
れ
を
告
げ
た

教
職
員
の
離
任
式
が
、
２
・
３

年
生
の
み
の
出
席
で
行
わ
れ
た
。

離
任
者
一
人
ひ
と
り
か
ら
、
山

高
で
の
思
い
出
が
語
ら
れ
、
山

高
生
へ
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
い
た
。
和
や
か
な
雰
囲

気
で
式
は
進
行
し
、
生
徒
た
ち

は
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
と

の
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
た
。

10４
月
23
日
（
日
）
～
24
日
（
月
）

　

１
年
次
理
数
科
の
最
初
の
行

事
で
あ
る
「
理
数
科
新
入
生
セ

ミ
ナ
ー
」
が
、
例
年
ど
お
り
１

泊
２
日
の
日
程
で
、
国
立
山
口

徳
地
青
少
年
自
然
の
家
で
行
わ

れ
、
Ｔ
Ａ
Ｐ
（
徳
地
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
や

グ
ル
ー
プ
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
チ

ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
親
睦

を
深
め
た
。
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト

に
お
い
て
も
、
肯
定
的
な
感
想

を
も
っ
た
生
徒
が
多
く
、
山
口

高
校
理
数
科
と
し
て
良
い
ス
タ

ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
。

12４
月
26
日
（
水
）

　

天
候
が
や
や
心
配
さ
れ
た
が
、

新
体
力
テ
ス
ト
が
全
校
一
斉
に

実
施
さ
れ
た
。
生
徒
た
ち
は
真

剣
に
、
ま
た
楽
し
そ
う
に
取
り

組
ん
で
い
た
。

15５
月
９
日
（
火
）

　

前
期
生
徒
会
立
候
補
者
の
立

会
演
説
会
と
投
票
が
行
わ
れ
た
。

会
長
及
び
副
会
長
立
候
補
者
が

山
高
へ
の
思
い
や
各
々
の
考
え

を
熱
く
語
っ
た
。
信
任
投
票
の

結
果
、
会
長
１
名
と
副
会
長
２

名
が
選
出
さ
れ
、
他
の
役
員
は

後
日
、
面
接
審
査
を
経
て
決
定

さ
れ
た
。

16５
月
20
日
（
土
）

　

第
１
回
考
査
最
終
日
の
午
後
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
及
び
各
ク
ラ
ス
保

護
者
会
が
開
催
さ
れ
た
。
多
く

の
保
護
者
の
出
席
を
得
て
、
新

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は
じ
め
各
役
員
が

認
証
さ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
つ
い
て

も
生
徒
の
活
動
を
支
え
る
新
体

制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
後

の
ク
ラ
ス
懇
談
会
で
は
、
ど
の

ク
ラ
ス
で
も
新
担
任
の
説
明
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
る
保
護
者
の

姿
が
大
変
印
象
的
で
あ
っ
た
。

18６
月
７
日
（
水
）

　

午
後
か
ら
進
路
講
演
会
が
行

わ
れ
た
。
河
合
塾
西
日
本
営
業

部
部
長
の
毛
利
美
佳
先
生
が
ご

自
身
の
体
験
談
を
交
え
な
が
ら

講
話
を
し
て
く
だ
さ
り
、
生
徒

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

６
月
20
日
（
火
）、
22
日
（
木
）

　

山
高
総
体
が
維
新
百
年
記
念

公
園
を
会
場
に
、
２
日
間
の
日

程
で
開
催
さ
れ
た
。
悪
天
候
に

よ
り
一
日
順
延
と
な
っ
た
が
、

晴
天
に
恵
ま
れ
、
ク
ラ
ス
対
抗

で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

今
年
は
例
年
ど
お
り
球
技
（
サ

ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
、
テ
ニ
ス
）
と
リ
レ
ー
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
４
年
ぶ
り
に

観
覧
制
限
な
し
で
実
施
さ
れ
、

百
足
競
争
が
復
活
す
る
な
ど
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
形
に
ほ
ぼ
戻

っ
た
。
ま
た
、
閉
会
式
で
は
、

応
援
歌
「
熱
球
」
が
教
職
員
有

志
に
よ
っ
て
披
露
さ
れ
た
。
長

き
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

皆
で
「
熱
球
」
を
歌
う
機
会
が

な
か
っ
た
今
の
山
高
生
に
と
っ

て
、
貴
重
な
時
間
と
な
っ
た
。

212326７
月
19
日
（
水
）、
20
日
（
木
）

　

恒
例
の
合
唱
大
会
が
、
自
由

曲
の
み
と
な
っ
た
が
コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
よ
う
な
、
ほ
ぼ
完
全
な

形
で
開
催
さ
れ
た
。
直
前
期
に

大
雨
に
よ
る
臨
時
休
校
が
あ
り
、

練
習
時
間
が
非
常
に
少
な
い
状

況
で
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
の
ク

ラ
ス
が
当
日
ま
で
に
個
性
あ
ふ

れ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
作
り
上
げ

て
い
た
。
一
日
目
に
体
育
館
で

年
次
別
に
予
選
が
行
わ
れ
、
金

賞
を
得
た
各
年
次
３
ク
ラ
ス
が

二
日
目
の
山
口
市
民
会
館
で
の

決
勝
に
出
場
し
た
。
計
９
ク
ラ

ス
が
全
校
生
徒
の
前
で
練
習
の

成
果
を
披
露
し
た
結
果
、
３
年

３
組
「
朝
靄
」
が
優
勝
し
た
。

こ
の
２
年
間
は
い
ず
れ
の
行
事

で
も
校
歌
を
歌
う
機
会
が
無
か

っ
た
が
、
今
年
は
、
予
選
で
も

決
勝
で
も
、校
歌
と
応
援
歌「
熱

球
」
を
全
員
で
歌
う
時
間
が
設

け
ら
れ
た
。
ま
た
決
勝
で
は
１

～
３
位
の
ほ
か
、
昨
年
中
止
と

な
っ
た
た
め
実
施
で
き
な
か
っ

た
ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 

ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
を

使
っ
た
生
徒
の
投
票
に
よ
る「
生

徒
賞
」
が
実
現
し
、
表
彰
さ
れ

た
。
伝
統
を
踏
襲
し
つ
つ
、
新

た
な
試
み
も
行
わ
れ
た
、
素
晴

ら
し
い
合
唱
大
会
で
あ
っ
た
。

30８
月
３
日
（
木
）

　

中
学
３
年
生
を
対
象
に
、
理

数
科
体
験
学
習
が
行
わ
れ
、
本

校
理
数
科
の
１
・
２
年
生
が
ア

シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
た
。
昨
年
を
超
え
る
参

加
者
数
で
、
本
校
理
数
科
へ
の

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

理
数
科
の
説
明
や
体
験
授
業
、

理
数
科
卒
業
生
に
よ
る
講
話
が

行
わ
れ
た
後
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

動
画
で
最
後
を
締
め
く
く
り
、

無
事
に
全
日
程
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
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８
月
７
日
（
月
）、
８
日
（
火
）

　

山
口
高
校
、
徳
山
高
校
、
岩

国
高
校
の
理
数
科
１
年
生
が
参

加
す
る
理
数
科
３
校
合
同
セ
ミ

ナ
ー
が
、
徳
地
青
少
年
自
然
の

家
で
開
催
さ
れ
た
。
１
日
目
は

デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
や
天
体
観
測
、

２
日
目
は
科
学
の
甲
子
園
や
ス

ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

互
い
に
よ
い
刺
激
と
な
り
、
親

睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

37８
月
９
日
（
水
）、
10
日
（
木
）

　

昨
年
同
様
１
泊
２
日
の
日
程

で
、
東
京
大
学
見
学
ツ
ア
ー
を

実
施
し
た
。
今
年
は
２
年
生
を

中
心
に
13
名
の
生
徒
が
参
加
し
、

初
日
は
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
を
、

２
日
目
は
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
を

見
学
し
た
。
本
校
卒
業
生
を
含

む
33
名
の
現
役
東
大
生
が
受
験

生
と
し
て
の
勉
強
方
法
や
心
構

え
、
学
部
学
科
に
つ
い
て
の
説

明
を
丁
寧
に
行
い
、
山
高
生
の

疑
問
や
悩
み
に
対
し
て
も
親
身

に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
く
れ

た
。
東
大
生
が
決
し
て
「
雲
の

上
の
存
在
」
で
は
な
く
、
努
力

す
る
普
通
の
高
校
生
で
あ
っ
た

こ
と
が
理
解
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
へ
の
思
い
を
新
た
に
す

る
２
日
間
と
な
っ
た
。

40８
月
21
日
（
月
）、
22
日
（
火
）

　

理
数
科
２
年
が
参
加
す
る
先

端
科
学
セ
ミ
ナ
ー
が
例
年
ど
お

り
１
泊
２
日
の
日
程
で
行
わ
れ

た
。
１
日
目
は
宇
部
市
の
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
や
Ｕ
Ｂ
Ｅ
株
式

会
社
で
研
修
を
行
っ
た
後
、
山

口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク
に
宿
泊

し
た
。
２
日
目
は
山
陽
小
野
田

市
立
山
口
東
京
理
科
大
学
に
お

い
て
講
義
を
受
け
た
。
今
後
の

進
路
決
定
の
た
め
、
も
の
づ
く

り
や
研
究
の
魅
力
を
知
る
有
意

義
な
機
会
と
な
っ
た
。

42８
月
25
日
（
金
）

　

夏
季
休
業
明
け
初
日
は
全
体

集
会
や
、
夏
季
休
業
中
に
開
か

れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
大
会
や
コ
ン

ク
ー
ル
で
活
躍
し
た
部
活
動
の

賞
状
披
露
な
ど
が
、
昨
年
同
様

リ
モ
ー
ト
で
開
か
れ
た
。
課
題

考
査
も
予
定
ど
お
り
行
わ
れ
た
。

来
週
か
ら
授
業
が
再
開
す
る
が
、

週
末
に
は
銀
鐘
祭
が
控
え
て
お

り
、
久
し
ぶ
り
に
全
校
生
徒
が

入
っ
た
校
舎
は
活
気
に
溢
れ
て

い
た
。

45８
月
28
日
（
月
）
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中
学
３
年
生
を
対
象
と
す
る

山
高
見
学
会
が
例
年
ど
お
り
開

催
さ
れ
、
中
学
３
年
生
と
そ
の

保
護
者
、
教
職
員
計
６
０
０
人

以
上
が
参
加
し
た
。
全
体
説
明

で
は
生
徒
会
執
行
部
が
、
今
年

は
ク
イ
ズ
形
式
で
楽
し
め
る
学

校
紹
介
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

各
々
が
授
業
や
放
課
後
の
部
活

動
を
見
学
す
る
形
式
で
行
わ
れ

た
。

９
月
２
日
（
土
）、
３
日
（
日
）

　

銀
鐘
祭
が
例
年
ど
お
り
、
２

日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
。

今
年
は
４
年
ぶ
り
の
一
般
公
開

を
目
指
し
た
が
、
地
域
の
感
染

症
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
２
日

目
の
保
護
者
と
家
族
限
定
で
の

公
開
と
な
っ
た
。
山
口
高
校
の

文
化
祭
が
「
銀
鐘
祭
」
と
な
っ

て
今
年
で
25
年
。
こ
れ
ま
で
の

伝
統
や
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新

し
い
銀
鐘
祭
を
創
り
上
げ
る
と

い
う
想
い
を
こ
め
「
Ｕ
ｎ
ｔ
ｉ

ｔ
ｌ
ｅ
ｄ
」
と
い
う
テ
ー
マ
が

掲
げ
ら
れ
た
。
初
日
の
体
育
館

公
演
で
は
、
管
弦
楽
部
と
合
唱

部
に
よ
る
演
奏
な
ど
多
く
の
文

化
部
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
ス
テ

ー
ジ
を
披
露
し
た
。
ま
た
、
毎

年
恒
例
と
な
っ
た
ク
ラ
ス
Ｃ
Ｍ

で
は
多
彩
な
ク
ラ
ス
の
カ
ラ
ー

を
楽
し
ん
だ
。
２
日
目
は
各
ク

ラ
ス
や
部
活
動
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ

る
食
品
バ
ザ
ー
や
展
示
な
ど
の

企
画
、
体
育
館
や
記
念
館
で
の

有
志
企
画
、
そ
し
て
ク
ラ
ス
対

抗
で
山
高
の
ク
イ
ズ
王
を
決
定

す
る
「
山
高
王
」
な
ど
が
行
わ

れ
た
。
２
日
間
に
わ
た
り
、
皆

の
歓
声
や
笑
顔
が
数
多
く
見
ら

れ
た
。
山
高
生
の
情
熱
と
創
造

力
が
結
実
し
た
銀
鐘
祭
で
あ
っ

た
。

62

5255９
月
15
日
（
金
）

　

２
年
生
を
対
象
に
、
毎
年
恒

例
の
大
学
研
究
が
行
わ
れ
た
。

講
師
を
務
め
る
卒
業
生
が
、
高

校
時
代
の
経
験
や
充
実
し
た
大

学
生
活
、
志
望
校
合
格
に
向
け

た
努
力
な
ど
惜
し
み
な
く
話
し

て
く
れ
た
。
毎
年
の
こ
と
で
あ

る
が
、
在
校
生
に
と
っ
て
、
年

齢
の
近
い
先
輩
の
生
の
言
葉
を

聞
く
こ
と
の
で
き
る
素
晴
ら
し

い
機
会
で
あ
り
、
よ
い
発
奮
材

料
と
な
っ
た
。

64
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【
山
口
高
校
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
】

https://w
w

w
.yam

aguchi-h.
ysn21.jp/　

管
理
は
山
口
高
校

情
報
企
画
室
。

【
山
高
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
】

https://w
w

w
.yam

ako.gr.jp/

　

同
窓
会
Ｈ
Ｐ
の
問
い
合
わ
せ

は
、
同
窓
会
事
務
局
へ
。



令和 5 年 10 月 25 日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　  （4）

　

今
年
の
夏
は
暑
い
日
が
続
き

ま
し
た
。
気
象
庁
の
発
表
で
は

過
去
１
２
６
年
で
最
も
暑
い
夏

だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ

だ
け
暑
い
と
体
調
管
理
に
苦
労

さ
れ
た
方
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
。
決
し
て
無
理
せ
ず
、
ク
ー

ラ
ー
を
適
切
に
使
っ
て
過
ご
す

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て

こ
れ
か
ら
次
は
寒
い
冬
、
日
本

の
四
季
を
味
わ
い
な
が
ら
元
気

に
過
ご
し
て
ま
た
来
年
の
総
会
、

懇
親
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

（
91
期
宮
崎
健
二
）

 

編
集
後
記

　

９
月
７
日
に
一
木
会
が
大
阪

弁
護
士
会
館
で
開
催
さ
れ
「
ベ

ト
ナ
ム
の
魅
力
と
人
々
の
暮
ら

し
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

約
８
年
生
活
し
た
ベ
ト
ナ
ム

は
私
に
と
っ
て
第
二
の
故
郷
で

す
。
実
際
に
住
ん
で
感
じ
た
、

北
部
と
南
部
の
違
い
、
根
付
い

て
い
る
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
あ
れ

こ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ら
で
は
の

習
慣
や
嗜
好
な
ど
、
少
し
は
ご

理
解
頂
け
た
の
で
は
無
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ベ
ト
ナ
ム
は
超
大
国
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
人
口
は
一
億
人
に

迫
り
、
国
土
は
日
本
よ
り
少
し

狭
い
も
の
の
平
野
部
の
面
積
は

日
本
よ
り
広
く
農
業
大
国
で
も

あ
り
ま
す
。
気
候
は
温
暖
で
勤

勉
な
人
材
に
恵
ま
れ
て
い
る
事

も
あ
り
日
本
か
ら
の
投
資
も
順

調
に
伸
び
て
い
ま
す
。
ま
た
ご

承
知
の
通
り
日
本
が
受
け
入
れ

て
い
る
技
能
実
習
生
の
人
数
は

近
年
ベ
ト
ナ
ム
が
ト
ッ
プ
で
す
。

日
越
の
政
府
間
関
係
も
近
年
最

も
良
い
状
態
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

実
際
に
生
活
し
て
み
る
と
日

本
の
昭
和
30
年
代
を
彷
彿
と
さ

せ
る
様
な
濃
い
近
所
付
き
合
い
、

金
（
き
ん
）
を
中
心
に
動
く
田

舎
の
経
済
、
血
族
の
固
い
連
携

な
ど
現
在
の
日
本
と
異
な
る
面

も
多
い
で
す
が
学
ぶ
事
の
多
い

国
で
も
あ
り
ま
す
。
観
光
面
で

も
、
北
の
ハ
ロ
ン
湾
、
中
部
か

ら
南
部
へ
か
け
て
の
ビ
ー
チ
リ

ゾ
ー
ト
、
新
鮮
な
海
鮮
料
理
や

フ
ラ
ン
ス
料
理
、
と
魅
力
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。

 

近
畿
鴻
峰
会
親
睦
活
動

一
木
会
の
報
告
　
81
期    

松
原
　
武
夫

　

話
の
中
で
は
最
近
の
山
口
県

と
ベ
ト
ナ
ム
の
関
わ
り
に
つ
い

て
は
触
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

近
年
山
口
県
は
ベ
ト
ナ
ム
南
部

の
ビ
ン
ズ
ン
省
と
友
好
関
係
を

構
築
し
て
お
り
、
こ
の
九
月
に

村
岡
知
事
他
の
皆
様
が
ビ
ン
ズ

ン
省
を
訪
問
し
、
新
た
に
介
護

分
野
で
の
協
力
に
関
す
る
覚
書

き
を
締
結
し
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
、
ベ
ト

ナ
ム
を
訪
問
さ
れ
て
な
い
方
、

一
度
ふ
ら
っ
と
ベ
ト
ナ
ム
を
訪

れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ベ
ト
ナ
ム
に
つ
い
て
の
ご
質

問
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

一
木
会   
お
話
を
終
え
て
「
裏
話
」

74
期
　
原
川   

修
一
郎

　

♬
♪
♪
「
風
の
中
の
す
ば
る

♪
♬
、
砂
の
中
の
銀
河
♬
♪
み

ん
な
何
処
へ
行
っ
た
～
♬
」
ご

存
じ
中
島
み
ゆ
き
さ
ん
の
「
地

上
の
星
」
の
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル

の
広
が
り
の
あ
る
メ
ロ
デ
ィ
で

あ
る
。

　

こ
の
「
地
上
の
星
」
の
メ
ロ

デ
ィ
と
共
に
私
の
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
か
ぶ
る
、
懐
か
し
い
数
々

の
ヒ
ッ
ト
曲
と
共
に
お
届
け
し

て
参
り
ま
し
た「
私
の
社
会
人
・

人
生
～
あ
れ
こ
れ
」
い
か
が
で

し
た
で
し
ょ
う
か
…
こ
の
一
木

会
の
お
話
を
頂
い
た
と
き
に
、

①
お
話
の
構
成
、
②
資
料
準
備　

だ
け
で
は
な
く
な
に
か
プ
ラ
ス

α
の
演
出
は
な
い
か
？
と
考
え

ま
し
た
。
そ
こ
で
出
し
た
結
論

が
ヒ
ッ
ト
曲
（
そ
れ
ぞ
れ
の
年

を
代
表
す
る
「
日
本
レ
コ
ー
ド

大
賞
」
か
ら
選
別
）
を
お
話
の

合
間
に
挟
み
こ
み
、
音
楽
の
上

か
ら
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を

思
い
起
こ
し
て
頂
き
た
い
。
と

い
う
も
の
で
し
た
。た
と
え
ば
、

私
は
社
会
人
人
生
の
一
歩
は「
松

下
電
器
」
で
し
た
。
こ
の
挿
入

歌
は
「
明
る
い
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」

で
す
。
と
い
う
よ
う
に
曲
を
ス

ト
ー
リ
ー
と
連
動
さ
せ
て
「
編

集
」
し
ま
し
た
。
再
生
す
る
た

め
の
機
械
は
「
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
製
の

ウ
オ
ー
ク
マ
ン
」
と
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｅ

社
製
の
「
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｔ
ｏ
ｏ
ｔ

ｈ
ス
ピ
ー
カ
」
で
す
。
私
は
そ

の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
テ
ス
ト
の

た
め
会
場
に
は
60
分
前
に
出
向

き
ま
し
た
。
会
場
の
ど
真
ん
中

に
ス
ピ
ー
カ
を
セ
ッ
ト
し
何
回

も
音
楽
再
生
の
テ
ス
ト
を
し
ま

し
た
。
準
備
し
た
（
39
ペ
ー
ジ

の
）
資
料
も
記
念
品
の
ボ
ー
ル

ペ
ン
や
そ
の
他
の
資
料
と
共
に

用
意
し
た
封
筒
に
セ
ッ
ト
し
、

準
備
万
端
、
皆
様
の
ご
来
場
を

お
待
ち
致
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
で
す
、
開
始
15
分
前
に
な
っ

て
も
お
世
話
を
頂
い
て
い
る
南

さ
ま
も
他
の
方
も
姿
が
み
え
ま

せ
ん
。
も
し
か
し
た
ら
…
そ
う

で
す
。
私
が
お
部
屋
を
間
違
え

て
い
た
の
で
す
。
あ
せ
り
ま
し

た
。
す
ぐ
に
資
料
な
ど
持
参
し

た
大
き
い
紙
袋
に
詰
込
み
正
し

い
お
部
屋
に
移
動
さ
せ
ま
し
た
。

も
う
そ
こ
で
は
十
分
な
チ
ェ
ッ

ク
を
す
る
時
間
は
な
く
「
ぶ
っ

つ
け
本
番
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

も
う
そ
の
結
末
は
ご
想
像
の

と
お
り
で
し
た
。
お
話
と
曲
が

連
動
せ
ず
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｔ
ｏ
ｏ
ｔ

ｈ
の
接
続
も
切
れ
た
り
入
っ
た

り
で
、
と
て
も
私
の
意
図
し
た

も
の
と
は
違
っ
て
い
ま
し
た
。

会
社
人
生
の
中
で
も
商
品
説
明

会
な
ど
多
く
の
経
験
を
し
て
き

ま
し
た
が
こ
ん
な
失
敗
を
す
る

と
上
司
か
ら
大
目
玉
を
食
ら
う

こ
と
必
定
で
す
。（
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
）
以
上
は

裏
話
で
す
が
、
資
料
準
備
に
し

っ
か
り
と
時
間
を
か
け
39
ペ
ー

ジ
の
冊
子
に
し
て
皆
様
へ
お
手

渡
し
で
き
た
こ
と
は
大
変
良
か

っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
皆
様

お
話
を
聞
い
て
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
、
感

謝
、
感
謝
で
す
。

資料
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｔ
ｏ
ｏ
ｔ
ｈ
ス
ピ
ー
カ
シ
ス
テ
ム

大
阪
・
阪
神
間
81
期
会
を
開
催

数
十
年
ぶ
り
の
再
会
も

81
期
　
田
原
　
幸
夫

　

同
期
会
は
、
理
数
科
メ
ン
バ

ー
で
今
年
の
３
月
に
初
開
催
し
、

田
中
君
（
神
戸
・
岡
本
の
大
学

の
教
授
、
岡
山
市
在
住
）、
金

尾
君
、
田
原
（
い
ず
れ
も
大
阪

市
在
住
）
の
３
人
が
神
戸
・
岡

本
に
集
合
し
ま
し
た
。
再
会
を

約
し
、
８
月
18
日
に
岡
本
の
イ

ン
ド
料
理
店
ナ
マ
ス
テ
ガ
ネ
ー

シ
ャ
ダ
イ
ニ
ン
グ
に
、
今
回
は

５
人
が
集
ま
り
、
卒
業
以
来
の

メ
ン
バ
ー
も
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
先
の
３
人

に
加
え
、
松
原
君
（
近
畿
鴻
峰

会
会
長
）、
光
田
君
（
い
ず
れ

も
西
宮
市
在
住
）
の
男
５
人
で

す
。
今
回
は
、
私
が
松
原
君
を

お
誘
い
し
た
と
こ
ろ
、
彼
が
山

口
で
開
催
さ
れ
た
付
属
中
の
同

窓
会
で
光
田
君
に
声
を
掛
け
て
、

実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

大
学
で
教
え
て
い
る
田
中
君

以
外
は
、
全
員
が
新
た
な
人
生

を
リ
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
れ
ぞ
れ

が
元
気
に
活
躍
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
話
題
の
中
心
は
、

高
校
時
代
の
マ
ド
ン
ナ
た
ち
の

過
去
と
現
在
、
名
物
先
生
た
ち

の
こ
と
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
今
夏
の
総
会
で
の
校
長

先
生
の
話
で
は
、
女
子
の
割
合

が
52
％
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

我
々
の
時
代
は
男
子
の
割
合
が

圧
倒
的
で
、
女
子
は
遠
く
か
ら

「
眺
め
る
」だ
け
の
存
在
で
し
た
。

　

ま
た
、
我
々
の
年
齢
に
付
き

も
の
の
健
康
づ
く
り
に
も
話
が

及
び
、
体
力
・
筋
力
の
維
持
と

社
会
活
動
へ
の
参
加
の
重
要
性

を
改
め
て
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　

会
の
最
後
に
、
記
念
写
真
を

撮
り
、
ラ
イ
ン
の
ア
ド
レ
ス
を

交
換
し
合
い
、
３
時
間
近
く
に

及
ん
だ
会
は
午
後
９
時
前
に
散

会
し
ま
し
た
。
次
回
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

４
年
ぶ
り
の
山
口
帰
省

91
期
　
宮
崎
　
健
二

　

今
年
の
夏
は
実
に
４
年
ぶ
り

に
山
口
へ
帰
省
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
影
響
が
漸
く
落
ち
着
き
子

供
た
ち
も
就
職
、
受
験
が
落
ち

着
い
て
家
族
で
の
帰
省
で
久
し

ぶ
り
の
山
口
県
を
満
喫
し
ま
し

た
。
帰
省
期
間
中
は
山
口
ら
し

い
と
こ
ろ
を
改
め
て
見
て
み
た

い
と
い
う
子
供
た
ち
の
リ
ク
エ

ス
ト
も
あ
り
、
萩
、
そ
し
て
秋

吉
台
と
い
う
我
々
か
ら
す
る
と

当
た
り
前
の
山
口
ス
ポ
ッ
ト
を

訪
れ
て
み
ま
し
た
。
と
は
言
っ

て
も
考
え
て
み
れ
ば
私
自
身
も

10
年
以
上
、
い
え
、
も
っ
と
行

っ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
萩
に
で
き
た
萩
・
明
倫
学

舎
と
い
う
施
設
が
で
き
た
と
聞

い
て
そ
こ
へ
行
っ
て
み
ま
し
た
。

　

旧
萩
明
倫
小
学
校
の
建
物
に

幕
末
・
明
治
に
ま
つ
わ
る
様
々

な
も
の
が
展
示
さ
れ
長
州
藩
の

幕
末
で
の
活
躍
が
見
て
わ
か
る

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
時

の
武
家
、
庶
民
の
暮
ら
し
、
幕

末
に
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
大

砲
の
展
示
な
ど
は
圧
巻
で
す
。

ま
た
長
州
フ
ァ
イ
ブ
と
呼
ば
れ

る
井
上
聞
多
（
井
上
馨
）、
遠

藤
謹
助
、
山
尾
庸
三
、
伊
藤
俊

輔（
伊
藤
博
文
）、野
村
弥
吉（
井

上
勝
）
に
つ
い
て
最
近
脚
光
を

浴
び
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
初
代
工
部
卿
と
な
る
山
尾

庸
三
が
強
調
さ
れ
て
い
た
よ
う

に
感
じ
、
な
か
な
か
良
い
趣
向

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
い
つ
か
大

河
ド
ラ
マ
で
伊
藤
博
文
が
主
人

公
に
し
て
長
州
フ
ァ
イ
ブ
の
活

躍
と
い
う
内
容
で
い
か
が
で
し

ょ
う
か
？

　

萩
ま
で
来
た
ら
松
下
村
塾
ま

で
足
を
伸
ば
し
ま
し
た
。
明
治

維
新
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
こ
は
何
度
来
て
も
活
力

を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
の
見
ど
こ

ろ
は
秋
吉
台
、
秋
芳
洞
。
山
口

県
を
代
表
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト

で
は
あ
り
ま
す
が
、
恥
ず
か
し

な
が
ら
子
供
た
ち
を
連
れ
て
行

っ
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。
私

自
身
も
お
そ
ら
く
20
年
以
上
ぶ

り
で
す
。
特
に
秋
芳
洞
は
入
り

口
か
ら
そ
の
規
模
に
圧
倒
さ
れ

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が

洞
内
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

百
枚
皿
、
黄
金
柱
、
千
畳
敷
。

そ
し
て
秋
芳
洞
か
ら
外
へ
出
る

と
秋
吉
台
の
壮
大
な
台
地
が
広

が
っ
て
い
る
風
景
で
し
た
。

　

こ
れ
が
山
口
だ
と
改
め
て
思

っ
た
夏
休
み
で
し
た
。

長州ファイブと私

〒 530-0001 大阪市北区梅田 2-4-13 阪神桜橋ビル 2 階 山口県大阪事務所内
　TEL：06（6131）7260　FAX：06（6341）0769

関西山口県同郷会　www.dokyokai.net

近畿鴻峰会の皆様
　関西山口県同郷会は、134 年を迎えた歴史あ
る会です。会員は 400 名ほどで、旅行やゴルフ、
釣り、神社仏閣などのサークル活動や高校野球
やラグビー、駅伝など故郷の選手の応援など楽
しく活動しています。近畿鴻峰会の皆様も是非
ご参加下さい。お待ちしております。

2023 年 6 月総会


